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戦略から実行まで一貫してお手伝いします。
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3. 本⽇のまとめ



1. ⼤規模プロジェクトと世の中の変化



例えばウェブサイトの場合、1000〜2000ページ 

中には、約20000ページのサイトも

情報量が多い



クライアント側の多くの部署や制作ベンダー 

とのコミュニケーションが必要

ステークホルダー (関係者) が多い



多くのユーザーを対象にするため、 

さまざまなデバイス・国・環境・状況への検討が必要

検討範囲が広い



「情報量が多い」 

「ステークホルダーが多い」 

「検討範囲が広い」

きちんと全体を把握し、計画を⽴て、ルールを
決めて、⼀歩ずつ着実にプロジェクトを進めて
いくことが⼤事になってくる



戦略 設計 デザイン 実装 運⽤

そのため、おのずと 
ウォーターフォール型のプロジェクトに



また、世の中の変化によって 

クリエイティブ業界にも影響が
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世の中の情報量は爆発的に増加



経済の発展、ITの発達にともない、 

社会における価値観は多様化。

ネットやモバイル、AIといったITの普及によって、 

システム⾃体の変化のスピードが⾶躍的に加速。



クリエイティブ業界でも 

アジャイル開発が⼀般的に



コンセントでもプロジェクトブース専⽤ 

サテライトオフィスをオープン



計画性が重要な 
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柔軟性に優れた 

アジャイル開発



計画性が重要な 

⼤規模 

プロジェクト

柔軟性に優れた 

アジャイル開発

Adobe XDの導⼊で、従来の⼤規模プロジェクトでも 

計画性と柔軟性の両⽴が可能に



2. XD導⼊で良かったこと、苦労したこと



・ミーティングが提案から報告の場にチェンジ 

・XDをプロジェクトのプラットフォームに 

・急な変更もデザインシステムで素早く解決
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デザインの、このコンテンツの並び、 

変更できますか？

わかりました！ちょっと今すぐ反映できないの

で、修正したらコメントつけておくので確認お願

いします。

デザインを制作してきました！

導⼊後の進⾏





コメント機能で細かい調整をし、 

ミーティングは決定したことを 

報告する場として機能
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XD上でサイトマップをインデックス化し 

デザインプレビューで活⽤
便利！



XD上にスケジュールや 

アクションアイテムも貼り付け
さらに活⽤！

プロジェクト関係者に「とりあえずここ⾒ておいて」の 

プラットフォームとして活⽤



良か
った
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Introducing Design Systems in Adobe XD: Easily 
Create, Share, and Manage Reusable Colors, Styles, 

and Components with Your Team

https://theblog.adobe.com/xd-may-2019-update-create-design-systems/



コンポーネント変更してみるんで、ほかにも影響

があるところを⼀緒に確認しましょう

ここのデザイン⾚にできない？

導⼊後の進⾏







イレギュラーパターンを最⼩限にし、 

臨機応変なデザイン検証が可能に
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・テストサイトとの勘違い 

・デザインレビュー乱⽤での混乱 

・引き継ぎ時のPSD変換
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プロジェクトのワンシーン

デザインレビューを使って 

プロトタイプを制作

プロ
トタ
イプ

 

作り
まし
た！

わかりやくて 
いいね！



はじめて⾒る⽅の場合、 

テストサイトだと思ってしまう場合も
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はじめて⾒る⽅の場合、 

テストサイトだと思ってしまう場合も

プロジェクトのワンシーン

あれ
、リ
ンク

 

切れ
てま
せん
か？多数の⽅が⾒る場合、 

⼀⼈ひとりに説明に回れないため 

確認⽅法・ポイントの明記が必須



説明いれてもいいかも
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多数のフィードバックに即時反応を繰り返していたら…

プロジェクトのワンシーン

ちょ
っと

 

タイ
トル
変更

画像を 差し替えたい

ボタンを 
別の⾊に

どうでしょう！

対応しました

確認
 

お願
いし
ます
！



バージョンを作りすぎて何が最新か、わからない。 

また、どのURLが、どのページ⽤の確認URLかわからず混乱
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たくさん 
バージョン作りすぎた… 

プロトタイプごとに 

別ファイルに分け管理

最新ファイルは常に同じ場所に



苦労
 

した
こと
😓

導⼊で変わったこと

・テストサイトとの勘違い 

・デザインレビュー乱⽤での混乱 

・引き継ぎ時のPSD変換



1ファイルごとに⼿動で変換し、 

データを整えるのは気の遠くなる作業…

運⽤体制への引き継ぎで 

XDからPSDへの作り直しが発⽣

プロジェクトのワンシーン



photopea（https://www.photopea.com/）



カラーマネジメント

禁則処理

・「東アジア⾔語の機能」の項⽬が選択できないため、 

 新規で同じカンバスサイズのファイルを作成し 

 PSDデータのコピーが必要

・photopeaにて変換することで⾃動でRBGに。 

 細かい調整はPhotoshop上で 

 

注意点



3. 本⽇のまとめ
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本⽇のまとめ

簡単で使いやすいXD、でも落とし⽳には注意

XDを使ってプロジェクトは柔軟な対応が可能に

プロジェクトのプラットフォームとしてのXD

すぐに可視化できるのはクリエイターの強み。素早い対応をしつつ、デザインシステムで 

コンポーネント管理していくことでプロジェクトでの柔軟な対応が可能に。

XDに情報を集約し、⽇々更新することでXDがプロジェクトの最新情報に。 

気になったら、どんな状態か確認できるため、プロジェクトの⼀体感にも繋がる。

基本的なことだが、データの管理や、何を確認するかの確認の仕⽅などはきちんと設計が必要。 

すぐ対応できるのがXDの利点だが、きちんと管理⽅法まで考えてプロジェクトでは使⽤しよう。



さらに、今後はチャットツールやプロジェクト管理ツールと 

連携を強めていくことで、デザインツールとしてだけでなく、 

コラボレーションのためのツールとして、さまざまな⼈が 

XDを使う未来になってほしい。



Thank You!
Kazuakiebe _ebe


